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巻頭言 

令和 5 年度のキャンパスライフ健康支援センターの年報をここにお届けします。年 1 回の

年報では、キャンパスライフ健康支援センターの 3部門、保健管理部門（保健管理センター）、

総合相談部門（総合相談室）、アクセシビリティ支援部門（アクセシビリティ支援室）の健康

支援に関する活動状況を通して、本学の学生・教職員の心身の健康状況の一端が読み取れる

かと思います。コロナ以前にもどったもの、そうでないもの、あるいは変化を続けているも

のもあるかと思います。 

令和 5 年度の大きなこととしては、8 月 24，25 日に第 53 回中国四国大学保健管理研究集

会を大塚講堂にて開催しました。令和 2 年度～令和 4 年度の第 50 回～第 52 回の研究集会は

オンラインで開かれましたので、4 年ぶりの対面開催となりました。感染対策を講じながら、

日々の業務に加えて準備に奔走していただいた保健管理部門の教職員の皆さま、学生支援課

の皆さま、業務で多忙な中、会期当日にさまざまな役割を快く担っていただいた総合相談部

門の教職員の皆様に厚く御礼申し上げます。また、講演を快くお受けいただいた本学の諸先

生方にも心より感謝申し上げます。そして、この研究集会に合わせて公開講座としてメンタ

ルヘルス講演会を開催しましたが、障がい学生支援をテーマとした講演に、学内からも多数

の教職員の皆さまの聴講を頂くことができました。大変心強く感謝申し上げます。 

 この年報をご覧いただき、当センターの活動について忌憚なくご意見を頂戴できましたら

幸甚です。  

令和 6年 9月 

センター長 井﨑ゆみ子 
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Ⅰ．保健管理部門 

１．診療・健康相談日程表 

常三島地区、蔵本地区ともに 8時 30分から 17時 15分までオープンしている。 

常三島地区 

月 火 水 木 金 

内科 ○ ○ 

メンタルヘルス ○ ○ ○ 予約制、月曜は午後のみ 

健康相談 ○ ○ ○ ○ ○ 

外傷処置 ○ ○ ○ ○ ○ 

担当スタッフ 

井﨑 ゆみ子 （医師、メンタルヘルス担当） 

曽我部 正弘 （医師、内科担当） 

高橋 智紀  （医師、内科担当 病院特任助教） 

早渕 純子 （保健師）  

西尾 よしみ （看護師） 

  武田 早苗   （臨床検査技師） 

  和喜 遥佳   (保健師) 

蔵本地区 

月 火 水 木 金 

内科 ○ ○ ○ 木曜は半日 

メンタルヘルス ○ ○ ○ 予約制、月・水・金とも午後のみ 

健康相談 ○ ○ ○ ○ ○ 

外傷処置 ○ ○ ○ ○ ○ 

担当スタッフ 

  井﨑 ゆみ子 （医師、メンタルヘルス担当） 

  曽我部 正弘 （医師、内科担当） 

高橋 智紀  （医師、内科担当 病院特任助教） 

松本 康平  （医師、メンタルヘルス担当、病院特任助教 R5.4～） 

早渕 純子  （保健師 火曜・水曜（金曜～R5.4）担当） 

西尾 よしみ （看護師 月曜・木曜担当） 

和喜 遥佳  （保健師 金曜担当（R5.5～）） 
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２．学生定期健康診断 

（1）学生定期健康診断の概要

【実施項目】 

1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 Ｍ１ Ｍ２ Ｄ１ Ｄ２ Ｄ３ Ｄ４ 

身長・体重 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

血圧 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

尿検査 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

問診票提出 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

内科診察 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

胸部レントゲン検査 ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ◎ ● ◎ ◎ ◎ 

精神健康調査 ● 

● 印は全員該当  

○印は病院実習・介護実習・教育実習参加者

◎印は病院実習参加者

令和 5年度は新型コロナウイルス感染症の対策を講じて、内科診察においても全学生

に対して対面診察による健診を実施した。 

【実施時期と体制】 

実施時期は学部新入生では 4 月初旬の 4 日間とし、尿検査は、事前に容器を配布し、

日程を決めて別日に実施した。 

新入生を除いた在校生については、予約制で 3・4月の 18日間で実施した。尿検査は、

事前に容器を配布し、健診当日に実施した。 

秋季入学生対象の健診は 11月下旬に常三島地区にて 1日間で実施した。 

春季定期健診については保健管理部門スタッフ、臨時看護スタッフ 2名、病院医師 2

～3 名及び 1 日当たり学務・学部等の事務職スタッフ 2～4 名で実施した。この場を借

りて健診にご協力していただきました関係各位に、感謝申し上げます。 

【実施結果の概要】 

令和 5年度の学部新入生の健診受診率は 92.3%で、令和 4年度より高かった。新入生

を含む全学部生、前期課程大学院生、後期課程大学院生、秋季入学生の受診率はそれぞ

れ 66.9％（R4年：66.2％）、63.5％（R4年：66.4％）、18.5％（R4年：17.8％）、82.9％

（R4 年：88.2％）であった。全学生の健診受診率は 63.2％（R4 年：63.1％）であり、

昨年度と同様にコロナ禍初期の令和 3年度と比べ増加した。これは今年度も、新型コロ

ナウイルス感染症への対策を講じて健診を実施したことに加え、様々な広報活動等を通

じて学生に周知したことが寄与したものと思われる。 
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（2）学生定期健康診断受診状況

定期健康診断（春季）

 ＜学部生＞

1 2 3 4 5 6 計
学生数 172 181 173 188 714
受診数 165 103 103 96 467

　％ 95.9 56.9 59.5 51.1 65.4
学生数 303 314 295 298 113 125 1448
受診数 296 236 237 253 104 116 1242

　％ 97.7 75.2 80.3 84.9 92.0 92.8 85.8
学生数 55 55 56 54 45 43 308
受診数 54 47 55 47 45 35 283

　％ 98.2 85.5 98.2 87.0 100.0 81.4 91.9
学生数 90 87 84 79 41 39 420
受診数 86 70 67 59 40 35 357

　％ 95.6 80.5 79.8 74.7 97.6 89.7 85.0
学生数 670 637 599 519 2425
受診数 596 219 213 222 1250

　％ 89.0 34.4 35.6 42.8 51.5
学生数 67 53 49 45 214
受診数 51 12 13 15 91

　％ 76.1 22.6 26.5 33.3 42.5
学生数 111 110 107 97 425
受診数 107 52 66 66 291

　％ 96.4 47.3 61.7 68.0 68.5
学生数 1468 1437 1363 1280 199 207 5954
受診数 1355 739 754 758 189 186 3981

　％ 92.3 51.4 55.3 59.2 95.0 89.9 66.9

％ 89.5 59.1 50.7 57.6 86.8 94.3 66.2

学部 数
学年

総合科学

医学

歯学

薬学

理
工
学

昼間

夜間主

生物資源
産業学

計

参)令和4年度

*内科受診者数をもとに算出
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＜大学院生：博士前期課程及び修士課程＞

1 2 計
学生数 12 8 20
受診数 4 3 7

　％ 33.3 37.5 35.0
学生数 23 26 49
受診数 20 22 42

　％ 87.0 84.6 85.7
学生数 24 30 54
受診数 12 23 35

　％ 50.0 76.7 64.8
学生数 2 3 5
受診数 2 2 4

　％ 100.0 66.7 80.0
学生数 35 35 70
受診数 20 24 44

　％ 57.1 68.6 62.9
学生数 1 1
受診数 1 1

　％ 100.0 100.0

学生数 407 403 810
受診数 262 246 508

　％ 64.4 61.0 62.7
学生数 503 506 1009
受診数 320 321 641

　％ 63.6 63.4 63.5

参)令和4年度 ％ 63.9 68.9 66.4

学部 数
学年

医科学研究科

(修士課程）

医科栄養学研究科

(博士前期課程）

保健科学研究科

（博士前期課程）

口腔科学研究科

（博士前期課程）

薬学研究科

(博士前期課程）

先端技術科学教育部

(博士前期課程）

創成科学研究科

(博士前期課程）

計

*内科受診者数をもとに算出
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＜大学院生：博士後期課程及び博士課程＞

1 2 3 4 計

学生数 7 7
受診数 0 0

　％ 0.0 0.0
学生数 51 36 36 92 215
受診数 5 3 1 1 10

　％ 9.8 8.3 2.8 1.1 4.7
学生数 6 8 15 29
受診数 4 2 4 10

　％ 66.7 25.0 26.7 34.5
学生数 7 9 18 34
受診数 2 2 1 5

　％ 28.6 22.2 5.6 14.7
学生数 14 26 18 22 80
受診数 6 11 7 5 29

　％ 42.9 42.3 38.9 22.7 36.3
学生数 1 1 9 11
受診数 0 0 1 1

　％ 0.0 0.0 11.1 9.1
学生数 7 7 15 29
受診数 5 5 8 18

　％ 71.4 71.4 53.3 62.1
学生数 1 3 3 3 10
受診数 0 2 2 1 5

　％ 0.0 66.7 66.7 33.3 50.0
学生数 7 36 43
受診数 0 4 4

　％ 0.0 11.1 9.3
学生数 28 18 46
受診数 5 6 11

　％ 17.9 33.3 23.9
学生数 115 115 157 117 504
受診数 27 31 28 7 93

　％ 23.5 27.0 17.8 6.0 18.5

参)令和4年度 ％ 29.1 25.7 12.5 6.9 17.8

学部 数
学年

総合科学教育部

(博士後期課程）

医科学研究科

(博士課程）

医科栄養学研究科

（博士後期課程）

保健科学研究科

（博士後期課程）

口腔科学研究科

(博士課程）

口腔科学研究科

（博士後期課程）

薬学研究科

(博士後期課程）

薬学研究科

(博士課程）

先端技術科学教育部

（博士後期課程）

創成科学研究科

（博士後期課程）

計

*内科受診者数をもとに算出
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秋季入学生健康診断

留学生 日本人 合計
学生数 8 8
受診数 8 8

％ 100.0 100.0
学生数 9 9
受診数 8 8

％ 88.9 88.9
学生数 1 1
受診数 1 1

％ 100.0 100.0
学生数 1 1
受診数 1 1

％ 100.0 100.0
学生数 10 3 13
受診数 5 3 8

％ 50.0 100.0 61.5
学生数 0 0
受診数 0 0

％ 0.0 0.0
学生数 3 3
受診数 3 3

％ 100.0 100.0
学生数 32 3 35
受診数 26 3 29

％ 81.3 100.0 82.9

生物資源産業学部
創成科学研究科

高度教育研究センター

合計

総合科学部
創成科学研究科

医学部
保健科学研究科

医学研究科

歯学部
口腔保健科学研究科

薬学部
薬学研究科

理工学部
創成科学研究科

社会人入学者 10 名のうち、今年度現在の職場で健康診断を受診済み、もしくは３月末ま

でに受診予定であることが確認できた 10 名は対象外とした。 

（３）歯科検診受診状況

平成 19 年度より学生定期健康診断実施時に、予防歯科の伊藤先生のご協力を得て実施し

てきた歯科検診については、令和 2 年度以降は令和 5 年度まで新型コロナウイルス感染症

を鑑み、歯科検診は実施していない。

9



（４）定期健康診断後の事後指導および経過観察

健診結果の血圧もしくは尿検査で異常を疑われた場合は、まず再検査を呼びかけ、その

結果等をふまえて、事後指導を実施した。事後指導は、血圧：収縮期血圧 140mmHg 以上

and/or 拡張期血圧 90mmHg 以上、尿検査：蛋白 1＋以上、潜血 1＋以上、糖±以上のいず

れかに該当する場合、健診時の診察所見、胸部レントゲン検査結果を参考にして対象者を

抽出した。令和 5 年度の血圧および尿検査の再検査受診率は、それぞれ 74.3％と 63.3％で

あった。事後指導の未受診者には文書指導を実施することで生活習慣の改善や医療機関受

診勧奨を促した。加えて 12 月に 6 月時に事後指導の対象者となった学生に対して、事後指

導後の経過を診るための「経過観察」受診を呼びかけ、希望者に実施した。

＊事後指導、経過観察の対象基準

事後指導・経過観察
最高 140 ≦
最低 90 ≦
蛋白 1+ ≦
潜血 1+ ≦ （生理中除く）
尿糖 ± ≦
ウロビリノーゲン 2+ ≦

肥満度 BMI 35 ≦
有所見者で医師判定
要精密（4）・要治療（5）・治療中（6）

血圧

尿

内科
XP

再検査

受診数
有所見

数
％ 再検数 ％

受診
数

有所見
数

％ 再検数 ％

総合科学 499 36 7.2 26 72.2 516 31 6.0 24 77.4
医学 1305 78 6.0 50 64.1 1354 61 4.5 40 65.6
歯学 306 12 3.9 2 16.7 318 11 3.5 9 81.8
薬学 444 32 7.2 20 62.5 453 21 4.6 16 76.2
工学 5 0 0.0 0 0.0 5 1 20.0 0 0.0

理工学 1649 106 6.4 70 66.0 1777 209 11.8 160 76.6
生物資源産業学 331 19 5.7 11 3.3 352 28 8.0 20 71.4

計 4539 283 6.2 179 63.3 4775 362 7.6 269 74.3

血圧再検査
学部

尿再検査
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事後指導（学部 2 年生以上と大学院生） 

対象
者数

受診数
対象
者数

受診数
対象
者数

受診数
対象
者数

受診数
対象
者数

受診数

総合科学 514 44 8.6 24 54.5 15 7 10 7 17 9 1 1 3 2
医学 1351 87 6.4 45 51.7 31 13 13 7 45 26 0 0 4 3
歯学 317 24 7.6 8 33.3 6 1 5 1 9 2 2 2 4 3
薬学 424 29 6.8 11 37.9 8 2 9 6 12 2 1 1 1 0
工学 5 1 20.0 1 0.0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

理工学 1754 149 8.5 45 30.2 75 16 24 10 50 17 2 2 8 2
生物資源産業学 350 30 8.6 10 33.3 17 8 4 0 9 1 0 0 2 1

計 4715 364 7.7 144 39.6 153 48 65 31 142 57 6 6 22 11

内科 尿 胸部レントゲン ＢＭＩ

％
血圧

学部 対象者数 呼出数 ％ 受診数

 

 
 
経過観察 

対象者数 受診数 対象者数 受診数

総合科学 11 0 14 1
医学 17 0 38 4
歯学 6 1 8 1
薬学 5 1 12 3
工学 0 0 0 0

理工学 60 5 47 1
生物資源産業学 8 1 9 1

計 107 8 128 11

学部
血圧 尿
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３．学生特別健康診断

放射線取扱者に対する健診を例年通り、新規取扱者は 6 月と 11 月の年 2 回、更新者は 9
月と 2 月の年 2 回実施した。令和 5 年度の健診者数は 1,630 名で、令和 4 年度と同程度で

あった。また、学内駅伝大会（電気電子駅伝大会）の出場者に心電図検査等の健診を実施

した。

放射線取
扱い者

電気電子
駅伝大会
出場者

計

総合科学 0 0 0
医学 1040 0 1040
歯学 60 0 60
薬学 135 0 135
工学 0 0 0

理工学 360 36 396
生物資源産業学 35 0 35

計 1630 36 1666

学部

令和5年度

心電図検査受診件数

総合科学 0
医学 0
歯学 0
薬学 0
工学 0

理工学 33
生物資源産業学 0

計 33

学部 心電図検査受診件数
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４．職員定期健康診断（事後措置） 
職員定期健康診断（外注）は、例年通り 6 月に実施された。定期健康診断後の事後措置

は当保健管理部門が担当しており、令和 5 年度もこれまでと同様に、健診結果で要精査ま

たは要治療となっている対象者に文書や電話による受診勧奨の事後措置を実施した。また、

経過観察の対象者には対面での指導を実施した。がん検診については、例年通り大腸がん

および肺がん検診受診者の精密検査の要否判定を実施した。 

 

 

経過観察 経過観察 大腸がん 肺がん

文書指導数 血圧指導数 受診数 受診数

事務局 23 0 28 4

病院 211 5 54 2

常三島事務部 9 0 2 0

蔵本事務部 11 0 4 1

大学院医歯薬学研究部 62 4 34 4

大学院社会産業理工学研究部 41 1 23 2

学内共同教育研究 38 2 18 3

研究連携推進機構 7 1 5 2

計 402 13 168 18

所属　
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５．職員特殊健康診断 

深夜業務、放射線取り扱い業務、有機溶剤取り扱い業務、特定化学物質取り扱い業務お

よび情報機器作業の各従事者に対して、年 2 回の特殊健康診断を実施している。令和 5 年

度の健診受診者数は 2,826件と例年と同程度であった。 

新規 更新

事務局 0 0 0 0 0 1 1

病院 717 148 1075 87 78 25 2130

常三島事務部 0 0 0 0 0 0 0

蔵本事務部 0 0 0 0 0 0 0

大学院医歯薬学研究部 0 18 275 22 30 10 355

大学院社会産業理工学研究部 0 5 122 23 20 9 179

学内共同教育研究 0 2 64 41 44 6 157

研究連携推進機構 0 0 0 0 0 4 4

その他 0 0 0 0 0 0 0

計 717 173 1536 173 172 55 2826

　　所 　属　　　

健康診断受診数

計
深夜業務

放射線取り扱い
有機溶剤

特定化学
物質

情報機器
作業
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６．職員特定保健指導 

　平成20年度より、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した特定健康診査、

特定保健指導が開始となり、当センターでも職員の生活習慣見直しのサポートを開始した。

特定保健指導には、リスクの程度に応じて、積極的支援と動機づけ支援があり、よりリスク

の高い方が積極的支援となる。

【腹囲】

　　Ａタイプ：腹囲　男性85cm　女性90cm　　Ｂタイプ：Ａ以外でＢＭＩ（肥満度）25以上

【追加リスク】

　　血圧　収縮期血圧　130mmHg以上　 または　拡張期血圧　85mmHg以上

　　血糖　空腹時血糖　100mg/dl以上　または　ＨbＡ1c　5.6%以上

　　  脂質　中性脂肪　　150mg/dl以上　 または　ＨＤＬコレステロール　40mg/dl未満
【追加リスクの数】

　　Ａタイプ：追加リスク2個以上と追加リスク1個で喫煙者は積極的支援

追加リスク1個で動機づけ支援

　　Ｂタイプ：追加リスク3個以上と2個以上で喫煙者は積極的支援

追加リスク2個で動機づけ支援

・身体計測（身長・体重・腹囲・血圧）

・対象者が自らの健康状態を自覚し、生活習慣改善の為の

自主的な取り組みが継続して行われるよう行動目標作成

・積極的支援対象者には可能な範囲で日々の体重、歩数を

記録し、結果を成果票として毎月提出を促す。

3か月以上の継続支援

毎月一度、成果票の提出を受け、
面接、メール、電話、手紙等で支援

3か月後　最終評価：面接または記名式アンケート　（1月）
最終評価として記名式アンケートで
腹囲、体重、生活習慣の改善状況により効果の有無を評価した。

職員定期健康診断　（6月）

対象者抽出　（8月）

積極的支援 動機づけ支援

初回面接：１人20分以上の個別面接　（9月）

特定保健指導とは

支援の方法
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令和 5 年度の積極的支援の対象者は 143 名、動機づけ支援の対象者は 165 名であった。

新型コロナウイルス感染症による自粛生活が続く中、運動不足、ストレスなどが重なり、

生活習慣の乱れが懸念されることから生活習慣改善のための保健指導の介入は重要である。

そこで対象者全員へ生活習慣改善を呼びかける文書指導を実施し、更に新型コロナウイル

ス感染症の対策を講じたうえで、希望者には対面での保健指導を実施した。また対面を望

まない希望者にはメールや電話等を活用した保健指導も実施した。 

 

〈積極支援〉 

対象者

初回面接後

内服開始に

より対象外と

なった者

人数 人数 率 人数 人数 率 評価人数 効果あり 率 人数 率

常三島・新蔵地区 50 5 10.0 0 5 100.0 5 5 100.0 5 100.0

蔵本地区 93 3 3.2 0 3 100.0 3 3 100.0 3 100.0

合計 143 8 5.6 0 8 100.0 8 8 100.0 8 100.0

地区
初回面接実

施者
初回面実施後、３か
月継続支援完了者

3ヶ月後評価が出来た
者で効果が見られた者

初回面接実施
者中効果の見

られた者

 

 
〈動機づけ支援〉 

対象者

人数 人数 率 人数 率 評価人数 効果あり 率 人数 率
常三島・新蔵地区 47 3 6.4 3 100.0 3 3 100.0 3 100.0

蔵本地区 118 4 3.4 3 75.0 3 3 100.0 3 75.0
合計 165 7 4.2 6 85.7 6 6 100.0 6 85.7

＊メールや電話、手紙、面接等で支援を行った総数（初回面接除く）12件

地区
初回面接実

施者
初回面接から3ヵ月後質

問紙提出があった者
3ヶ月後評価が出来た者で

効果が見られた者

初回面接実施
者中効果の見

られた者
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７．感染症対策 

 学生の感染症対策として、学部学科より実施の依頼を受け、病院内の実習における感染

症対策に求められる基準に合わせて HBV 感染症対策として、採血およびワクチン接種を実

施している。令和 5 年度は、新型コロナウイルス感染症の対策を講じて例年通りの当年度

のワクチン接種の実施を要する学科学生に加え、医学部 1 年生を対象にワクチン接種及び

採血を実施したため、実施回数が令和 4 年度に比べ約 1.5 倍に増加した。 
＜HB ワクチン接種及び採血＞ 

学部
HBワクチ
ン接種

HBｓ抗原抗体
採血・抗体採血

総合科学 53 45
医学 1495 1023
歯学 153 106
薬学 295 202
工学 0 0

理工学 96 65
生物資源産業学 0 0

計 2092 1441  
 

 
また、学生・職員の希望者に対して、毎年秋頃にインフルエンザの予防接種を実施して

いる。令和 5 年度におけるワクチン接種数は例年と同程度であった。 
 ＜インフルエンザワクチン接種＞ 

令和5年度
総合科学 21

医学 325
歯学 85
薬学 115

理工学 56
生物資源産業学 11

小計 613
事務局 141
病院 1

常三島事務部 46
蔵本事務部 14

大学院医歯薬学研究部 28
大学院社会産業理工学研究部 158

学内共同教育研究 112
研究連携推進機構 60

その他 0
小計 560

1173

学生

所属

職員

合計  
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８．学内行事での救護活動 

大学や学部等からの依頼により、学内行事などでの救護に対応している。令和 2 年度以

降は新型コロナウイルス感染症以前にはなかった、大学院入試、編入学入試などの入試の

救護に加え、各入試の受験者の健康状態による受験資格の判定の業務も実施していたが、

令和 5 年 5 月に新型コロナウイルス感染症が 5 類感染症に移行されたことに伴い、コロナ

禍以前とほぼ同じ業務内容に戻った。 
 

＜学内＞

日数 救護者 日数 救護者

大学入試共通テスト 2 2

前期試験 2 0 2 0

後期試験 1 0 1 0

推薦入試等 4 0 4 0

科学体験フェスティバル 2 0

大学祭等 2 0 2 1

ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ 4 0 4 0

17 2 13 1

＜学外＞

日数 救護者

大
会

徳島大学駅伝大会

（令和5年度は開催中止）

行事内容 場所

徳島中央公園

合計

合計

行事内容
常三島 蔵本

入
試
関
係

イ
ベ
ン
ト
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９．産業保健活動 

徳島大学の安全衛生管理体制の中で産業保健活動を実施している。

常三島地区の産業医として井﨑、衛生管理者として西尾、蔵本地区産業医として曽我部

が選任されている。

産業医（井﨑）業務

  職場巡視（常三島地区）

  安全衛生委員会（常三島地区）

安全衛生管理推進会（全地区）

  長期休業者職場復帰支援（常三島・蔵本・新蔵地区）

  ストレスチェック実施と面接指導（常三島・蔵本（病院除く）・新蔵地区）

  長時間労働者面接指導（常三島・蔵本（病院除く）・新蔵地区）

産業医（曽我部）業務

職場巡視（蔵本地区）

安全衛生委員会（蔵本地区）

安全衛生管理推進会（全地区）

総括安全衛生管理者等による合同パトロール（蔵本地区）

  長期休業者職場復帰支援（蔵本地区）

  長時間労働者面接指導（蔵本地区）

衛生管理者（西尾）業務

  職場巡視（常三島地区）

安全衛生委員会（常三島地区）

安全衛生管理推進会（全地区）

面接指導・復帰支援面談件数

常三島 新蔵 蔵本 計 令和4年度
長時間労働 2 3 0 5 6
高ストレス 7 0 4 11 13

35 13 18 66 84
44 16 22 82 103

職員所属地区

面接
指導
職場復帰支援（両立支援含む）

計

面接指導件数は長時間労働、高ストレスともに令和 4 年度と同様だった。長期休業者職場

復帰支援面談件数は令和 3 年度をピークに漸減している。 
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１０．常三島地区利用状況 

学生の内科・外科・婦人科の総診療数は、令和 5 年度は 167 件と令和 4 年度の約 1.5 倍

に増加した。これは令和 5 年 5 月に新型コロナウイルス感染症が 5 類感染症に移行され、

学内外での学生の行動が活発になったことが要因と考えられる。メンタル系の診療件数に

関しては 371 件と前年度と同程度であった。診療を除く項目別での利用状況は、メールや

電話や来所による健康相談に関するものが最も多く、ついで健康診断証明書や診断書や紹

介状などの書類に関するものとなっている。なお、相談・問い合わせのうち、新型コロナ

ウイルス感染症に関するものの内訳は、１３．新型コロナウイルス感染症相談対応に示し

ている。

（１）学生利用状況―学部別

内科
系

外科系
メン
タル

婦人
科系

診療計
健康診
断証明

書

健診結
果表

紹介
状

診断
書・意
見書

書類計 来所
メール、

電話

総合科学 15 5 101 2 123 60 0 3 3 66
医学 10 8 3 2 23 139 0 1 2 142
歯学 2 5 0 0 7 34 0 0 0 34
薬学 0 1 0 1 2 58 0 0 0 58
工学 0 0 0 0 0 3 0 0 0 3

理工学 40 32 218 2 292 113 0 10 8 131
生物資源産業学 26 14 48 2 90 54 0 2 0 56

その他 0 0 1 0 1 0 0 0 1 1

計 93 65 371 9 538 461 0 16 14 491 791 937 64 15 4 22 0 2862

実験
用採
血

衛生
材料

その
他

総計

4 22 0

利用区分

診療 書類 相談、問合せ
休養
室利
用

急患
救護

791 937 64 15

（２）学生利用状況―月別

内科
系

外科
系

メン
タル

婦人
科系

診療計
健康診
断証明

書

健診結
果表

紹介
状

診断
書

書類計 来所
メール、

電話

4月 6 13 29 1 49 66 0 5 0 71 127 162 4 0 1 1 0 415
5月 14 11 28 0 53 152 0 3 0 155 133 109 9 5 0 1 0 465
6月 13 15 26 1 55 49 0 0 2 51 127 122 8 3 1 2 0 369
7月 11 4 34 1 50 25 0 0 0 25 135 134 9 1 0 2 0 356
8月 8 2 26 1 37 13 0 0 1 14 45 25 6 1 0 2 0 130
9月 2 0 28 0 30 9 0 0 2 11 39 40 1 0 0 2 0 123
10月 8 8 39 2 57 9 0 1 0 10 38 84 9 2 0 2 0 202
11月 17 1 36 1 55 5 0 0 2 7 32 83 9 3 1 2 0 192
12月 7 8 34 2 51 12 0 1 2 15 37 90 8 0 1 2 0 204
1月 3 2 33 0 38 3 0 2 1 6 22 32 1 0 0 2 0 101
2月 3 0 32 0 35 28 0 1 3 32 16 18 0 0 0 2 0 103
3月 1 1 26 0 28 90 0 3 1 94 40 38 0 0 0 2 0 202

計 93 65 371 9 538 461 0 16 14 491 791 937 64 15 4 22 0 2862

実験
用採
血

衛生
材料

その
他

総計
急患
救護

利用
区分

診療 書類 相談、問合せ
休養
室利
用
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（３）職員利用状況

職員の内科・外科系の総診療数は、令和 5 年度は 23 件と前年度よりわずかに増加した。

また、メンタル系の診療に関しては 21 件と前年度よりわずかに減少した。診療を除く項目

別での利用状況は、職場復帰支援や関係者のコンサルテーションによる相談に関するもの

が最も多く、ついで診断書や意見書などの書類に関するものとなっている。

内科
系

外科
系

メン
タル

婦人
科系

診療
計

職場復
帰支援

関係者
コンサ
ルテー
ション

健康診
断証明

書

健診
結果
表

紹
介
状

診断
書・意
見書

書類
計

令和5年度 12 11 21 2 46 52 3 0 0 2 57 59 7 2 4 173

実験用
採血

総計利用区分

診療 相談 書類

休養室
利用

急患
救護

（４）学生・職員の健康機器利用状況

常三島保健管理部門では、ヘルスチェックルームに体組成計、身長体重計、血圧計、視

力計等を設置し、健康管理に役立ててもらう目的で、来所者が自由に利用できるようにし

ている。令和 5 年度は約 1,300 件の利用があった。以下は、各計測機器の利用件数を合計

し、月別に集計したものである。

4月 60
5月 138
6月 164
7月 165
8月 58
9月 154
10月 153
11月 117
12月 111
1月 44
2月 94
3月 31

計 1289

利用区分 令和5年度

21



１１．蔵本地区利用状況 

令和 5 年度の学生の内科・外科・婦人科の診療数は、令和 4 年度と比べ、27 件増加した。

これは令和 5 年 5 月に新型コロナウイルス感染症が 5 類感染症に移行され、学内外での学

生の行動が活発になったことが要因と考えられる。それに対してメンタル系の診療数は 50
件減少したため総診療数は令和 4 年度と比べ減少した。 

（１） 学生利用状況―学部別

内科
系

外科
系

メンタ
ル

婦人
科系

診療
計

健康診
断証明

書

健診結
果表

紹介
状

診断
書・意
見書

書類
計

来所
メール、

電話

総合科学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
医学 50 21 73 5 149 2 7 9 22 3 0
歯学 7 9 1 0 17 3 0 3 4 2 0
薬学 14 10 35 7 66 2 0 2 13 0 0
工学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
理工 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0

生物資源 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0
その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 72 41 109 12 234 7 7 21 41 5 0

22 27 779

実験用
採血

機器
利用

衛生
材料

問合せ、
その他

総計

7 0 151 113 165

利用区分

診療 書類 健康相談

休養室
利用

急患
救護

（２） 学生利用状況―月別

内科
系

外科
系

メン
タル

婦人
科系

診療
計

健康
診断
証明
書

健診
結果
表

紹介
状

診断
書・意
見書

書類
計

来所
メール、

電話

４月 6 7 12 3 28 2 0 2 1 5 46 23 9 2 0 5 1 0 119
５月 9 6 11 2 28 1 0 1 0 2 16 4 2 0 0 1 1 0 54
６月 8 7 13 2 30 0 0 0 1 1 21 11 8 1 0 8 2 10 92
７月 9 4 13 1 27 2 0 0 0 2 8 3 5 0 0 33 2 0 80
８月 0 2 10 0 12 0 0 0 0 0 3 4 0 0 0 7 2 17 45
９月 2 0 6 0 8 2 0 0 0 2 3 3 0 1 0 15 2 0 34
１０月 8 0 8 2 18 0 0 0 0 0 9 7 4 1 0 31 2 0 72
１１月 9 5 8 1 23 0 0 0 0 0 14 23 3 0 0 26 2 0 91
１２月 6 6 11 0 23 0 0 1 0 1 11 10 3 0 0 11 2 0 61
１月 5 1 8 0 14 0 0 0 0 0 5 14 4 0 0 20 2 0 59
２月 2 2 5 1 10 0 0 2 0 2 5 5 2 0 0 6 2 0 32
３月 8 1 4 0 13 0 0 1 5 6 10 6 1 0 0 2 2 0 40

計 72 41 109 12 234 7 0 7 7 21 151 113 41 5 0 165 22 27 779

急患
救護

実験
用採
血

機器
利用

衛生
材料

問合せ、
その他

総計
利用
区分

診療 書類 健康相談

休養室
利用
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（３）職員利用状況 
令和 5 年 5 月に新型コロナウイルス感染症が 5 類感染症に移行されたことから問合せ等

の件数が減少し、職員の総利用件数は令和 4 年度に比べ減少した。 
 

内科
系

外科
系

メン
タル

婦人
科系

診療
計

職場復
帰支援

関係者
コンサ
ルテー
ション

健康
診断
証明
書

健診
結果
表

紹介
状

診断
書・意
見書

書類
計

来
所

メール、
電話

令和5年度 4 2 4 0 10 14 2 0 0 0 16 16 0 0 0 0 0 0 0 42

急患
救護

機器
利用

衛生
材料

問合せ、
その他

総計利用区分

診療 相談 書類 健康相談

休養
室利
用
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１２.学生メンタルヘルス関連

（１）こころの相談室受診状況

常三島保健管理部門および蔵本保健室の「こころの相談室」を受診した学生の診断別

実数を示す。受診学生の実数については年度による変動があるものの、近年は約 60 名

～80 名であったが、令和 4 年度に 94 名と増加した。令和 5 年度については 78 名と例

年並みになった。受診件数はコロナ禍以降増加傾向だったが、令和 5 年度は令和 4 年度

542 件から 1 割減少した。受診者の診断の内訳をみると、神経症性障害、気分障害が多

い傾向は例年同様で、次いで F8 と F9 を合わせた発達障害の占める割合が多くなって

いる。

常三島 蔵本 総計

F0　症状性・器質性精神障害 0 0 0

F1 精神作用物質による精神障害 0 0 0

F2 統合失調症圏 0 0 0

F3 気分障害 14 4 18

F4 神経症性障害 22 10 32

F5 生理的障害 1 2 3

F6 パーソナリティ障害 1 0 1

F8 広汎性発達障害圏 6 2 8

F9　小児・青年期の行動情緒障害 9 0 9

その他 4 3 7

57 21 78

371 109 480

精
神
医
学
的
診
断

計（人数）

計（面接件数）
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学部別受診状況 

学部生と対応する学部の大学院生の受診者数を合わせたものを学部別受診者数とし

て示す。受診者数では理工学部が最も多いが、在籍者数から見ると、生物資源産業学部

の受診率が最も高く、次いで総合科学部となっている。なお、総合科学部、医学部、理工

学部、薬学部では受診者数がそれぞれ昨年度より減少したが、生物資源産業学部ではわず

かに増加している。 

常三島 蔵本 総計
総合科学部 12 0 12

医学部 2 11 13
歯学部 0 1 1
薬学部 0 9 9
工学部 0 0 0

理工学部 31 0 31
生物資源産業学部 11 0 11

その他 1 0 1
計（人数） 57 21 78

関係者のみの相談利用 

 学生本人の利用には至っていないが、関係者（保護者や教員）のみが学生について相

談利用した数を示している。利用が大幅に増加した前年度に比べると減少しているが、

以前に比較すると増加している。 

常三島 蔵本 総計

5 1 6

7 1 8

関係者のみの相談（保護者・教員）（人数）

面接件数
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（２）新入生メンタルヘルス健診実施状況

平成 20 年度から、新入生の健診時に、自記式の質問紙によるメンタルヘルス健診を

実施している。質問紙の回答の結果がカットオフを超えていた者を二次健診対象者とし

て、面接を呼びかけて精神保健指導を行っている。 

質問紙は平成 26年度までは GHQ28 を、27年度から UPIを使用している。UPIでは 60

点満点中「総得点が 30 点を越える者」、「得点にかかわらず自殺念慮が見られる者」を

二次健診対象とし、対象者への呼びかけは、令和 3 年度からはメールで行っている。1

回目のメール連絡には反応が少なかったため、2回目の連絡を行った。 

全体の平均得点は例年と変わりなく、二次健診対象者は 5.7％と減少した。二次健診

対象者中の面接数は、対象者数の 19％で、昨年度の 21％よりやや減少した。面接時の

状態によって必要と思われる支援や連携を行った。 

対象者数 対象者率 面接数
要留意
学生数

令和5年度 1362 1323 97% 11.3 75 5.7% 14 7
前年度 1303 1276 98% 12.1 100 7.8% 21 7

二次健診対象者 二次健診結果
学生数 受診者数

受診率
（回収率）

平均得点
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１３．新型コロナウイルス感染症相談対応 

令和 5 年度も令和 4 年度に引き続き、学生・教職員・保護者を対象に新型コロナウイルス感染

症に関連した体調不安や心配がある場合に、当部門が窓口となって相談に応じた。しかし、令和

5 年 5 月に新型コロナウイルス感染症が 5 類感染症に移行されたのに伴い、新型コロナウイルス

感染症に関する相談などが減少し、令和 6 年 1 月以降は相談件数が 0 件になった。 

〈常三島地区〉

対面 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話･メール 1 2 1 1 2 1 0 0 1 1 0 0 10

対面 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話･メール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

対面 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話･メール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

対面 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話･メール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

対面 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話･メール 1 2 1 1 2 1 0 0 1 1 0 0 10

1 2 1 1 2 1 0 0 1 1 0 0 10

対面 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話･メール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

対面 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話･メール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

対面 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話･メール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

対面 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話･メール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

対面 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話･メール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

対面 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話･メール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

対面 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話･メール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

対面 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話･メール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

対面 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話･メール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

対面 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話･メール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 2 1 1 2 1 0 0 1 1 0 0 10

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

合計

総　計

教

職

員

①本人の体調

②本人の精神心理面

③ワクチン関連

④感染症・濃厚接触

者の相談(2月～）

合計

総　計

学

生

①本人の体調

②本人の精神心理面

③ワクチン関連

④感染症・濃厚接触

者の相談(2月～）

総合計

保

護

者

①学生の体調

②学生の精神心理面

③ワクチン関連

④感染症・濃厚接触

者の相談(2月～）

合計

総　計
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〈蔵本地区〉

対面 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

電話･メール 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

対面 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話･メール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

対面 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話･メール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

対面 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話･メール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

対面 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

電話･メール 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2

対面 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話･メール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

対面 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話･メール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

対面 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話･メール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

対面 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話･メール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

対面 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話･メール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

対面 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話･メール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

対面 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話･メール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

対面 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話･メール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

対面 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話･メール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

対面 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話･メール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

合計

総　計

教

職

員

①本人の体調

②本人の精神心理面

③ワクチン関連

④感染症・濃厚接触

者の相談(2月～）

合計

総　計

学

生

①本人の体調

②本人の精神心理面

③ワクチン関連

④感染症・濃厚接触

者の相談(2月～）

総合計

保

護

者

①学生の体調

②学生の精神心理面

③ワクチン関連

④感染症・濃厚接触

者の相談(2月～）

合計

総　計
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１４．学生健康診断証明書 

学生の健康診断証明書は、保健管理部門の窓口及び学務部に設置している自動発行機で

発行している。令和 5 年度の総発行数は 1,720 件であった。 
 

保健管理部門発行分 

 
 
 
 

自動発行機発行分 

 
 

 

総合
科学

医学 歯学 薬学 工学 理工学
生物資源
産業学

合計（枚）

４月 13 13 4 11 0 24 3 68
５月 29 43 12 26 0 23 20 153
６月 7 33 1 0 0 6 2 49
７月 1 13 7 3 0 3 0 27
８月 0 1 0 0 0 4 8 13
９月 2 2 1 1 2 3 0 11
１０月 2 1 0 0 1 1 4 9
１１月 0 2 1 0 0 1 1 5
１２月 0 3 4 2 0 3 0 12
１月 0 0 1 0 0 1 1 3
２月 3 9 1 12 0 2 1 28
３月 3 23 4 4 0 42 14 90
合計 60 143 36 59 3 113 54 468

総合
科学

医学 歯学 薬学 工学 理工学
生物資源
産業学

合計（枚）

４月 33 49 12 20 0 51 21 186
５月 2 3 2 8 0 10 1 26
６月 18 131 8 10 0 48 11 226
７月 5 74 25 4 0 17 7 132
８月 0 46 9 2 0 29 2 88
９月 3 13 4 3 0 15 2 40
１０月 3 19 0 1 0 19 1 43
１１月 0 15 5 0 0 11 1 32
１２月 2 42 13 2 0 28 1 88
１月 9 8 7 7 0 31 3 65
２月 15 36 3 47 2 37 6 146
３月 15 83 13 9 0 42 18 180
合計 105 519 101 113 2 338 74 1,252
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全発行分 

 
 

訂正のお知らせ 

      

          

総合
科学

医学 歯学 薬学 工学 理工学
生物資源
産業学

合計（枚）

４月 46 62 16 31 0 75 24 254
５月 31 46 14 34 0 33 21 179
６月 25 164 9 10 0 54 13 275
７月 6 87 32 7 0 20 7 159
８月 0 47 9 2 0 33 10 101
９月 5 15 5 4 2 18 2 51
１０月 5 20 0 1 1 20 5 52
１１月 0 17 6 0 0 12 2 37
１２月 2 45 17 4 0 31 1 100
１月 9 8 8 7 0 32 4 68
２月 18 45 4 59 2 39 7 174
３月 18 106 17 13 0 84 32 270
合計 165 662 137 172 5 451 128 1,720

令和 5 年度の学生健康診断証明書の発行数に関して下記の誤りがございました。お詫び

して訂正します。以下の誤りは令和 7 年 10 月に訂正済みです。 
29 ページ 3 行目 

（誤）令和 5 年度の発行数は 3,213 枚であった。 

（令和 4 年度までは自動発行機発行分は件数計算、令和 5 年度からは枚数計算）

（正）令和 5 年度の発行数は 1,720 枚であった。 

29ﾍﾟｰｼﾞ　自動発行機発行分
（誤） （正）

総合

科学
医学 歯学 薬学 工学

理工

学

生物

資源
合計
（枚）

総合

科学
医学 歯学 薬学 工学

理工

学

生物

資源
合計
（枚）

4月 159 65 20 38 0 93 39 414 4月 33 49 12 20 0 51 21 186

5月 2 3 2 10 0 18 1 36 5月 2 3 2 8 0 10 1 26

6月 110 399 12 12 0 116 15 664 6月 18 131 8 10 0 48 11 226

7月 7 190 43 4 0 39 13 296 7月 5 74 25 4 0 17 7 132

8月 0 132 23 2 0 129 2 288 8月 0 46 9 2 0 29 2 88

9月 3 37 4 5 0 17 2 68 9月 3 13 4 3 0 15 2 40

10月 3 53 0 1 0 25 1 83 10月 3 19 0 1 0 19 1 43

11月 0 25 9 0 0 17 1 52 11月 0 15 5 0 0 11 1 32

12月 2 72 19 2 0 66 1 162 12月 2 42 13 2 0 28 1 88

1月 35 8 13 11 0 47 3 117 1月 9 8 7 7 0 31 3 65

2月 43 66 3 57 4 55 10 238 2月 15 36 3 47 2 37 6 146

3月 27 137 19 13 0 98 32 326 3月 15 83 13 9 0 42 18 180

合計 391 1187 167 155 4 720 120 2744 合計 105 519 101 113 2 338 74 1252

30ﾍﾟｰｼﾞ　全発行分
（誤） （正）

総合

科学
医学 歯学 薬学 工学

理工

学

生物

資源
合計
（枚）

総合

科学
医学 歯学 薬学 工学

理工

学

生物

資源
合計
（枚）

4月 172 78 24 49 0 117 42 482 4月 46 62 16 31 0 75 24 254

5月 31 46 14 36 0 41 21 189 5月 31 46 14 34 0 33 21 179

6月 117 432 13 12 0 122 17 713 6月 25 164 9 10 0 54 13 275

7月 8 203 50 7 0 42 13 323 7月 6 87 32 7 0 20 7 159

8月 0 133 23 2 0 133 10 301 8月 0 47 9 2 0 33 10 101

9月 5 39 5 6 2 20 2 79 9月 5 15 5 4 2 18 2 51

10月 5 54 0 1 1 26 5 92 10月 5 20 0 1 1 20 5 52

11月 0 27 10 0 0 18 2 57 11月 0 17 6 0 0 12 2 37

12月 2 75 23 4 0 69 1 174 12月 2 45 17 4 0 31 1 100

1月 35 8 14 11 0 48 4 120 1月 9 8 8 7 0 32 4 68

2月 46 75 4 69 4 57 11 266 2月 18 45 4 59 2 39 7 174

3月 30 160 23 17 0 140 46 416 3月 18 106 17 13 0 84 32 270

合計 451 1330 203 214 7 833 174 3212 合計 165 662 137 172 5 451 128 1720
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１５．健康教室 

学生・教職員の健康増進の取り組みの一環として、昨年度に引き続き、令和 5 年度も新

型コロナウイルス感染症対策を講じて健康教室を開催した。今後も学生・教職員の健康増

進維持の観点から積極的に健康教室を開催したいと考えている。

日付 内容 参加人数 合計
１回 6/23・7/25 アルコールパッチテスト 13
２回 1/23・1/24 スモーカーライザー 3
３回 2/9 体組成計 14
４回 2/28・2/29 栄養チェック 15

特別企画 11/1～11/30 ウォーキングチャレンジ2023 41

86
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１６．年間主要行事 

令和 5 年 5 月に新型コロナウイルス感染症が 5 類感染症に移行されたことに伴い、コロ

ナ禍以前の年間行事に近いものに戻った。また、令和 5 年度は 8 月に第 53 回中国四国大学

保健管理研究集会を当番大学として徳島で 4 年ぶりに対面で開催した。

令和 5年度 

月 学　生　業　務 職　員　業　務
新入生定期健康診断 特殊健診：放射線取り扱い者健康診断（病院診療用）

在校生定期健康診断 

再検査（血圧・尿）

再検査（血圧・尿）

HBs抗原抗体検査(麻疹・風疹・水痘・ムンプスを含む)

(総3,4,M1,M2･医1,2･栄1,2･看1,3編入･放1,2･検1,2･助M1･歯1,3編入･口1･薬１・医光1）

新入生精神健康調査有所見者面接

定期健康診断事後指導

新入生定期健康診断再検査（尿）

１回目ＨＢワクチン接種

(総3,4,M1,M2･医1,2･栄1,2･看1,3編入･放1,2･検1,2･助M1･歯1,3編入･口1･薬１・医光1）

新入生精神健康調査有所見者面接

2回目ＨＢワクチン接種 特殊健診：有害業務従事者健康診断（第1回）

(総3,4,M1,M2･医1,2･栄1,2･看1,3編入･放1,2･検1,2･助M1･歯1,3編入･口1･薬１・医光1） 特殊健診：情報機器作業従事者健康診断

定期健康診断事後指導

新入生精神健康調査有所見者面接

定期健康診断有所見者文書指導

特定保健指導

6

健康教室１回目(アルコールパッチテスト）

4

5

特殊健診：放射線取り扱い者健康診断（新規）

特殊健診：放射線取り扱い者健康診断（新規）

7

健康教室１回目(アルコールパッチテスト）

8

特殊健診：放射線取り扱い者健康診断（更新）
オープンキャンパス救護

科学体験フェスティバル救護

第53回　中国・四国大学保健管理研究集会（徳島大学）

9
特殊健診：放射線取り扱い者健康診断（更新）

前期業務整理
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月 学　生　業　務 職　員　業　務

3回目ＨＢワクチン接種

(総3,4,M1,M2･医1,2･栄1,2･看1,3編入･放1,2･検1,2･助M1･歯1,3編入･口1･薬１・医光1）

推薦入試救護

秋季入学健康診断

秋季入学健康診断再検査

定期健康診断経過観察

秋季入学健康診断再検査 特殊健診：有害業務従事者健康診断（第2回）

定期健康診断経過観察 特殊健診：深夜業務従事者健康診断

電気電子駅伝大会出場者健康診断 職員定期健康診断有所見者経過観察

駅伝健診の再検査及び医療機関紹介

HBs抗体検査 胃がん検診（40才以上）

(総3,4,M1,M2･医1,2･栄1,2･看1,3編入･放1,2･検1,2･助M1･歯1,3編入･口1･薬１・医光1） 子宮がん検診（女子職員希望者）

大腸がん検診（希望者）

喀痰細胞診検査（希望者）

がん検診判定（大腸がん・喀痰細胞診）

推薦入試救護

私費留学生入試救護

前期入学試験救護

令和６年度学生定期健康診断

令和６年度学生定期健康診断再検査

後期入学試験救護

10

学祭救護（常三島・蔵本）

インフルエンザ予防接種実施（希望者）

第61回　全国大学保健管理研究集会（金沢大学）

一般社団法人国立大学保健管理施設協議会総会

3
　公益社団法人全国大学保健管理協会中国四国地方部会幹事会（書面審議）

全国大学保健管理協会中国四国地方部会意見交換会

本年度業務整理

11

インフルエンザ予防接種実施（希望者）

健康教室特別企画（ウォーキングチャレンジ）

特殊健診：放射線取り扱い者健康診断（新規）

12

1

健康教室2回目（スモーカーライザー）

大学入試共通テスト救護（第1日程・第2日程）

2

健康教室3回目（体組成計）

健康教室４回目（栄養チェック）

放射線取り扱い者健康診断（更新）

公益社団法人全国大学保健管理協会中国四国保健看護運営委員会
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Ⅱ．総合相談部門

１．利用状況 

（１）学生相談利用状況 

全体の来談者数は 205 人となり、前年度の 228 人とほぼ変わらない人数となった。前年度同

様、「精神面」と「人間関係」の問題の解決を求めて来談する学生の人数が多く、オンライン形

式の授業に関する悩みなど「修学・履修」の相談が多かったコロナ禍（令和 2年度及び令和 3年

度）前の傾向に戻っている。 

 学部においては、「理工学部」と「総合科学部」の利用者が多かった。「理工学部」は、在籍学

生数が圧倒的に多いことに加え、単に理系科目が得意であるという理由で進学してくる学生が

多く、そのような学生は専門科目の修学意欲を維持することが困難になりやすい。これらの背

景により利用人数が多くなったと考えられる。 

 一方、「総合科学部」は、大学に入ってから自分のやりたいことを探したいという動機をもっ

て入学する学生が多く、他学部と比べて悩みが深く、拡がりやすいことから、利用人数が多く

なったと考えられる。 

 大学院においては、「創成科学研究科」の来談者が最も多かった。令和２年４月に設置された

「創成科学研究科」は、常三島地区全体の大学院であることから、最も多い状況が継続すると

予想される。 

学部 修学･履修 留年･不登校 進路･就職 経済的 人間関係 精神面 健康面 人権 悪質商法 その他 合計

総合科学部 8 5 8 9 9 1 2 42

医学部 2 1 2 1 15 13 1 1 36

歯学部 1 1 1 3

薬学部 3 2 1 6 5 1 1 19

理工学部 10 14 9 4 10 5 1 1 54

生物資源産業学部 3 3 3 1 5 2 17

その他(不明学部等) 1 1

学部合計 27 24 24 2 35 44 1 10 2 3 172

総合科学教育部 0

医学研究科 0

医科栄養学研究科 1 1 1 3

保健科学研究科 1 2 3

口腔科学研究科 2 2

薬学研究科 1 1

先端技術科学教育部 0

創成科学研究科 2 3 4 1 2 6 6 24

その他(不明学部等) 0

大学院合計 2 3 4 1 6 8 0 9 0 0 33

合計 29 27 28 3 41 52 1 19 2 3 205
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（２）相談内容別職員相談利用状況 

全体の来談者数は 31人であり、前年度の 44人の約 7割となった。しかし、前々年度も 31人

であったので前年度が特別多かったと考えられるが、今後の動向を注視する必要がある、所属

別で見ると、「病院」と「事務局」が最も多かった。相談内容別で見ると、「人間関係の問題」と

「人権」問題の解決を求めて来談する教職員が最も多かった。この傾向は前々年度、前年度と

変わらず、コロナ禍の影響に関係なく、職場の対人的環境で悩む教職員の利用ニーズが高かっ

たと考えられる。 

区分 人間関係 就労環境 雇用条件 職業将来設計 人権 精神面 自分の性格等 家族 その他 合計

総合科学部 1 1 2

医学部 1 2 1 4

歯学部 2 1 3

薬学部 0

理工学部 1 1 1 3

工学部 0

生物資源産業学部 1 1

共同教育研究施設 2 2

病院 4 1 1 1 7

事務局 1 1 1 1 2 6

教養教育院 2 2

ポストLEDフォトニクス研究所 0

その他(学外等) 1 1

不明 0

合計 9 1 0 0 8 4 1 3 5 31
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２．活動報告

令和５年度
月 対象者 行事 内容

4 学生 ･教職員･
保護者

「キャンパスライフ健康支援センター利用案内」
発行

キャンパスライフ健康支援センターの利用案内及び活動内容を周知

（理工学部）新入生オリエンテーション
理工学部を3ブロックにわけて新入生を対象のオリエンテーション（学生時代の
悩み・総合相談部門の紹介）を実施（井ノ崎専任教員）

（総合科学部）新入生オリエンテーション
新入生を対象のオリエンテーション（学生時代の悩み・総合相談部門の紹介）
を実施（後藤専任教員）

（生物資源産業学部）新入生オリエンテーション
新入生を対象のオリエンテーション（学生時代の悩み・総合相談部門の紹介）
を実施（井ノ崎専任教員）

（医学部）新入生オリエンテーション
新入生を対象のオリエンテーション（学生時代の悩み・総合相談部門の紹介）
を実施（糸林専任教員）

（歯学部・薬学部）新入生オリエンテーション
新入生対象の入門講座（学生時代の悩みと総合相談部門の紹介）を実施
（後藤専任教員）

新入生･学生
マルチ商法及びカルト問題の注意喚起のリーフ
レットを作成･配布

新入生に配布する悪質商法及びカルト問題の注意喚起のリーフレットを作成
し、配布

学生 「ほっと」の会 学生対象のグループ活動を実施（井ノ崎専任教員）

ほっとカフェ 学生同士の交流を深める茶話会を実施〔常三島地区1回〕（後藤専任教員）

5 学生 「ほっと」の会 学生対象のグループ活動を実施（井ノ崎専任教員）

ほっとカフェ 学生同士の交流を深める茶話会を実施〔常三島地区2回〕（後藤専任教員）

6 教職員

メンタルヘルスミーティング
保健管理部門と総合相談部門，アクセシビリティ支援部門との情報交換及び
事例についてカウンセラー等が意見交換

学生 「ほっと」の会 学生対象のグループ活動を実施（井ノ崎専任教員）

ほっとカフェ 学生同士の交流を深める茶話会を実施〔常三島地区2回〕（後藤専任教員）

7 学生 「ほっと」の会 学生対象のグループ活動を実施（井ノ崎専任教員）

ほっとカフェ 学生同士の交流を深める茶話会を実施〔常三島地区2回〕（後藤専任教員）

蔵本グループワーク(蔵本ゆる～く集まろうの会) 学生対象のグループ活動を実施（糸林専任教員）

教職員 徳島大学病院職員対象ハラスメント研修「働きや
すい職場環境づくりとしてのハラスメント予防と対
応」

病院現場でのハラスメント予防と対応に関する講義を実施（井ノ崎専任教員）

10 学生 「ほっと」の会 学生対象のグループ活動を実施（井ノ崎専任教員）

ほっとカフェ 学生同士の交流を深める茶話会を実施〔常三島地区2回〕（後藤専任教員）

蔵本グループワーク(蔵本ゆる～く集まろうの会) 学生対象のグループ活動を実施（糸林専任教員）

11 学生 第1回メンタルヘルス研修会 職員対象のこころのセルフケアに関する講義を実施（糸林専任教員）

「ほっと」の会 学生対象のグループ活動を実施（井ノ崎専任教員）

ほっとカフェ 学生同士の交流を深める茶話会を実施〔常三島地区2回〕（後藤専任教員）

蔵本グループワーク(蔵本ゆる～く集まろうの会) 学生対象のグループ活動を実施（糸林専任教員）

12 教職員

メンタルヘルスミーティング
保健管理部門と総合相談部門，アクセシビリティ支援部門との情報交換及び
事例についてカウンセラー等が意見交換

学生 「ほっと」の会 学生対象のグループ活動を実施（井ノ崎専任教員）

ほっとカフェ 学生同士の交流を深める茶話会を実施〔常三島地区1回〕（後藤専任教員）

蔵本グループワーク(蔵本ゆる～く集まろうの会) 学生対象のグループ活動を実施（糸林専任教員）

学生・教職員 ゲートキーパー養成講座 学生及び教職員向け予防啓発活動を実施（糸林専任教員）

1 学生 「ほっと」の会 学生対象のグループ活動を実施（井ノ崎専任教員）

ほっとカフェ 学生同士の交流を深める茶話会を実施〔常三島地区1回〕（後藤専任教員）

蔵本グループワーク(蔵本ゆる～く集まろうの会) 学生対象のグループ活動を実施（糸林専任教員）

学生・教職員 ゲートキーパー養成講座 学生及び教職員向け予防啓発活動を実施（糸林専任教員）

2 学生 第2回メンタルヘルス研修会 職員対象のこころのセルフケアに関する講義を実施（糸林専任教員）

蔵本グループワーク(蔵本ゆる～く集まろうの会) 学生対象のグループ活動を実施（糸林専任教員）

3 教職員

メンタルヘルスミーティング
保健管理部門と総合相談部門，アクセシビリティ支援部門との情報交換及び
事例についてカウンセラー等が意見交換

学生 蔵本グループワーク(蔵本ゆる～く集まろうの会) 学生対象のグループ活動を実施（糸林専任教員）

学生・教職員 ゲートキーパー養成講座 学生及び教職員向け予防啓発活動を実施（糸林専任教員）

教職員
令和5年度医学部保健学科FD研修会「大学にお
けるハラスメントの予防と対策」（オンライン開催）

ハラスメントについて理解を深めることをテーマとした講演を実施
（井ノ崎専任教員）

※総合相談部門閉室日※総合相談部門開室日
月～金　8:30～17:15 夏季一斉休業（R5.8.14～R5.8.16の間）

冬季一斉休業（R5.12.29～R6.1.3の間）
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Ⅲ．アクセシビリティ支援部門 

１．利用状況 

（１）学生相談利用状況

アクセシビリティ支援部門での相談人数は昨年度より１２人増加、相談件数は８５件増加し、

過去と比較しても相談人数、相談件数ともにすべての学部で増加傾向にある。 

学部別で見ると、相談人数・面談回数ともに「理工学部」が最も多く、次いで「総合科学部」

が多かった。学部別在籍学生数に占める比率は総合科学部が最も高く、次いで理工学部が高か

った。また、障害種別で見ると「精神障害」が最も多く相談件数の約４０％を占めており、相

談件数の増加率は「精神障害」が最も大きく、令和４年度と比較して約２倍増となった。 

担当教員による定期的な面談を実施し、それぞれの学生の障害に起因する困難について、合

理的配慮がなされるよう関係学部・関係部署・医療機関等と調整を行った。 

■学部・大学院別 ■障害種別

学  部 人 数 面談件数 
総合科学部 12 67 
理工学部 24 162 
創成科学研究科 
理工学専攻 1 2 

生物資源産業学部 2 19 
創成科学研究科 
生物資源学専攻 1 35 

医学部 6 28 
栄養生命科学教育部 
人間栄養科学専攻 1 1 

歯学部 0 0 
薬学部 3 15 
その他(教員含む） 2 2 

計 52 331 

（２）支援学生の育成

アクセシビリティ支援室では障害を持つ学生を支援する支援学生（ピアサポーター）の育成

も行っている。令和５年度は定期的にアクセシビリティ研究会を開催し、支援のための知識や

方法の修得を促した。 

本学は、平成２８年度よりアクセシビリティリーダー育成協議会に入会し、アクセシビリテ

ィリーダー１級及び２級の取得を促進している。 

 令和５年度には、１級に８名、２級に１８名が合格し、累計で本学の１級取得者が１７名、

２級取得者は８２名となっている。 

障害の内容 人 数 面接件数 

視覚障害 0 0 

聴覚・言語障害 1 1 

肢体不自由 3 25 
病弱・虚弱 
（内部障害等） 6 43 

重  複 1 7 

発達障害 17 119 

精神障害 22 134 
その他の障害 
（教員からの相談） 2 2 

計 52 331 
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２．活動報告 

令和５年度 

月 対象者 行  事 備 考 

4 学生 新入生オリエンテーション 
全学部対象 
資料による部門紹介 

7 学生 アクセシビリティリーダーオンライン講座
受講申込受付

アカウント配布
53名

8 

学生 アクセシビリティリーダーオンライン講座・開講
学生 AL サマーキャンプ申込受付 学生参加者なし 
学生 障害者支援経験のためのボランティア(病院実習） 7 名参加 

学生 アクセシビリティリーダー1 級・2 級受験申込
1 級 8名 
2 級 33 名申込 

9 
学生 AL サマーキャンプ（オンライン） 学生参加者なし 
学生 障害者支援経験のためのボランティア(病院実習） 3 名 

12 学生 アクセシビリティリーダー1 級・2 級試験受験
1 級 8名 
2 級 33 名受験 

1 
学生 アクセシビリティリーダー1 級・2 級合格者発表

1 級 8名 
2 級 18 名合格 

学生 AL キャンプ申込受付 3 名 
3 学生 AL 春キャンプ（オンライン） 3 名 
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Ⅳ．キャンパスライフ健康支援センター活動報告

月 業務

5 第1回キャンパスライフ健康支援センター会議

第2回キャンパスライフ健康支援センター会議

第1回メンタルヘルスミーティング

第1回キャンパスライフ健康支援センター運営委員会

10 第3回キャンパスライフ健康支援センター会議

11 第4回キャンパスライフ健康支援センター会議

第5回キャンパスライフ健康支援センター会議

第2回メンタルヘルスミーティング

1 第6回キャンパスライフ健康支援センター会議

第7回キャンパスライフ健康支援センター会議

第2回キャンパスライフ健康支援センター運営委員会

第8回キャンパスライフ健康支援センター会議

第3回メンタルヘルスミーティング

2

3

6

12
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巻末言 

キャンパスライフ健康支援センター年報（令和 5年度）をご覧くださりありがとうご

ざいます。巻末にて、ご挨拶させていただきます。 

令和 5年 5月 8日には新型コロナウイルス感染症は季節性インフルエンザと同じ 5類

感染症へ移行されました。それに伴い、学生相談に関しては、令和 5年度の相談の傾向

は、コロナ渦以前のものに戻っていったように思われます。コロナ渦の影響が特に大き

かった令和 2年度および 3年度は、オンライン形式の授業に関する悩みなど「修学・履

修」の相談が上位となっていました。しかし、令和 5年度は、令和 4年度同様に「精神

面」と「人間関係」の問題の解決を求めて来談する学生の人数が多くなりました。 

他方、大学教員の立場で見ると、授業の形態は、オンライン形式が少数ながら維持さ

れたものとなっています。令和 5年度においても、コロナ感染者は増える時期もあり、

教員は感染拡大を恐れて、そうした時期には遠隔授業を行っていました。特に、休み明

けで実家等から戻ってくる、授業の初回にそれは導入されることが多いです。多くの学

生は、多少の遠隔授業の導入であっても、コロナ禍以前のように、初対面で打ち解け、

友人を作り、グループで行動している印象ですが、そこに難が有り、友人が少ない、ま

たは居ない、結果として、授業の課題に関する情報も上手く得ることができず、課題未

提出となり単位の修得に困難を来す学生も散見されます。 

職員相談の来談者数は令和 4年度の約 7割と減りました。しかし、令和 3年度の来談

者数とは同じであり、昨年度が特別に多かっただけで、変化は無いと考えられます。そ

して、相談内容は、この間において変わらず、「人間関係の問題」と「人権」の問題が多

いです。ただ、近年の印象としては、威圧的な言い方、自身の不満や怒りを攻撃的に示

す、相手の間違いを非常に厳しく責めるといった、自己中心的な言動が散見されます。

コロナ禍の影響もあるのか、対面において、相手に配慮したコミュニケーションが、以

前に比べると減っている印象があります。 

このように、コロナ禍、その対応そのものは終わりつつありますが、学生や教職員に

おける問題には、新たな局面が生じている印象もあり、それらへの効果的な対応が求め

られています。 

今後もキャンパスライフ健康支援センターでは学生及び職員の心身の健康管理・診療・

相談・支援のためにセンター職員が連携し、皆様がお気軽にお立ち寄りしていただける

ようなセンターを目指してまいりますので、引き続きセンターへのご支援・ご協力・ご

理解の程を宜しくお願い致します。 

令和 5年 9月 

総合相談部門 教授 佐藤健二 
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